
令和元年11月14日 瀬戸内海環境保全セミナー

豊かで美しい瀬戸内海を目指して
～兵庫県の取組～

兵庫県環境管理局長 菅 範昭

兵庫県淡路市
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栄養塩（溶存態無機窒素）濃度とイカナゴ（シンコ）漁獲量との関係

動物プランクトンを多く
捕食したシンコは太っ
ていて、釜揚げにする
と腹部が赤くなり「赤
腹」と呼ばれる(上)。

一方、近年は十分に動
物プランクトンを食べて
おらず釜揚げにしても
腹部が赤くならない「青
筋」と呼ばれるやせた
個体（下）が多くなって
いる。

赤腹

青筋

１ イカナゴ漁獲量と栄養塩濃度の関係性

（結果）
イカナゴの漁獲量と栄養塩濃度は同調して減少し、やせたイカナゴが増加
栄養塩濃度の低下に伴い、イカナゴの主な餌料となる動物プランクトンが減少し、

※DIN
植物が直接利用できる
形態である、溶存態（アン
モニア態、硝酸態、亜硝
酸態）の窒素のこと

※

注：一般的に、他の要因（例：水温、気象等）の影響を大きく受ける自然現象を解析する際には、複数年度の移動平均を用いる

注
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(暦年)

イカナゴの肥満度（夏眠前）は経年的に低下（⇒12月以降（夏眠後）の産卵数減少の要因に）

①瀬戸内海の代表的な魚種であるイカナゴを対象に、兵庫県水産技術センターが調査研究

②海域の栄養塩濃度の低下が、植物プランクトン、動物プランクトンとつながる食物連鎖の中
で、イカナゴの肥満度や餌料環境に影響を及ぼしていることを解明
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２ 播磨灘・大阪湾西部の水質

※水産庁の要請を受け、（公社）日本水産資源保護協会が設定。環境ｱｾｽﾒﾝﾄ等
で、水生生物に影響がない水質であることの根拠等として使用

①播磨灘や大阪湾西部では、窒素は0.2mg/Lを下回る

②水産用水基準（2018年８月改訂）
瀬戸内海など閉鎖性の高い海では、全窒素 0.2mg/Lを下回ると漁船漁業には適さないことが
示された

淡
路
島

大阪湾

播磨灘

淡路島東部沖

たつの市岩見沖

神戸市西部沖１

神戸市西部沖２

東部工業港沖合

別府港沖合

出典：公共用水域水質常時監視結果（兵庫県）

※

（年度）（年度）
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大阪湾奥部の全窒素濃度

0.46mg/L
(西宮市沖１、2017年度)
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３ 海域の窒素濃度と発生負荷量
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大阪湾（ハ）５地点平均※ 淡路島西部南部５地点平均

播磨海域（ニ）５地点平均 播磨灘北西部３地点平均※

窒素供給量
(発生負荷量)(t/日)

Ⅱ類型指定水域の窒素
濃度(mg/L)

窒素供給量（発生負荷量）

※兵庫県測定の全窒素・全りんの環境基準点のみの平均値を示した。

出典）公共用水域水質常時監視結果（兵庫県）及び発生負荷量管理等調査（環境省）

（年度）

第８次総量
削減計画の
目標量

水質目標値
(下限値)

４ 「環境の保全と創造に関する条例」の改正
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理 念（第140条の２）
瀬戸内海を豊かで美しい「里海」として再生する。

施 策（第140条の３）

瀬戸内海を再生する
ための施策を実施する。

事業者・県民の責務（第140条の４）
事業者・県民は、瀬戸内海の再生に努める。

栄養塩類の適切な管理（第140条の５）
施策を実施するに当たり、栄養塩類の適切な管理を行う。
必要な調査及び研究を行い、施策に反映する。

沿岸域の環境の
保全、再生、創出

自然景観及び
文化的景観の保全

水質の保全及び
管理

水産資源の持続的
な利用の確保



５ 水質目標値（下限値）の設定

海域の豊かな生態系の維持のためには、食物連鎖の底辺を支える植
物プランクトンの栄養として、窒素やりんが不可欠である。
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兵庫県水質目標値（下限値）

項 目 水質目標値（下限値）

全窒素 0.2

全りん 0.02

単位 mg/L
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６ 目標達成の方途

豊かで美しい瀬戸内海のための施策展開（イメージ）

工場･事業所の栄養塩

供給ガイドライン作成

下水処理場の栄養塩
管理運転の拡大

排水基準の見直し検討

栄養塩の減少

環境配慮型護岸

イカナゴ・
カレイ類等

海域の食物連鎖の把握
（動物プランクトン調査等）

栄養塩循環メカニズムの解明
（海域モニタリング）

動物プランクトン

【栄養塩供給】

植物プランクトン

藻場・干潟の再生支援

課題



①環境基準の達成・維持以外の目標のひとつとして、「豊かな海の実現」を設定

②全国で初めて、全窒素の季節別の処理水質を設定し、季節別運転を本運用

（１）県内３下水処理場（ ）で季節別運転の本運用
また、他の21処理場（ ）で季節別運転の試行

（２）処理水質の範囲内で可能な限り全窒素濃度の
放流濃度を高める運転管理に努める旨の配慮
規定を設定（(1)の24処理場）

加古川下流
浄化センター

二見浄化センター

五色浄化センター

淡
路
島

大阪湾播磨灘

※

７ 下水処理場の季節別管理運転

※ 冬季（11月～４月）に下水処理放流水の
全窒素濃度を引き上げるもの

：季節別運転 本運用処理場
： 〃 試行処理場 8

播磨灘流域別下水道整備総合計画
季節別処理水質

水質汚濁防止法

総量規制 排水基準

30mg/L（ ５月～10月の平均値）
40mg/L（11月～４月の平均値）

40mg/L（Ｃ値） 60mg/L（日間平均値）

下水処理放流水の全窒素濃度

総量規制基準（日間値）＝Ｃ値×排出水量

播磨灘流域別下水道整備総合計画の変更 （平成30年度）
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８ 下水処理場のＢＯＤ上乗せ排水基準の見直し

:基準を適用しない水域
:基準を適用する水域

BOD上乗せ排水基準を引き続き適用

瀬戸内海側
の下水処理場

BOD上乗せ排水基準を適用しない
Ａ 知事が定める水域※に
放流する下水処理場

※ (1) 播磨灘及び大阪湾西部の海域
(2) 播磨灘及び大阪湾西部へ流入する河川域について、
ア 環境基準点を有する河川においては、その最も下流に位置する
環境基準点より下流

イ 環境基準点を有しない河川

Ｂ その他の水域に放流
する下水処理場

令和元年11月11日～25日パブリック・コメント手続き中

一律
排水基準

上乗せ
排水基準

最大値 １６０ ２５

日間平均 １２０ ２０

単位 mg/L

下水処理場のBOD排水基準



【窒素負荷量の現状】

①播磨灘（兵庫県側）では沿岸域
に工場・事業場が多い

②産業系の負荷量が３０％と多い

産業系の栄養塩管理ガイドラインの作成

９ 工場・事業場を対象とした栄養塩管理ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの作成

平成26年度 播磨灘(兵庫県側)窒素負荷量
（2014年度）

生活系のうち、
下水道 18％

産業系のうち、
工場・事業場（日平均排水量50㎥以上）25％
下水道 2.5％
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その他系

(土地等)

45%

産業系

30％
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【乳幼児期】

【学齢期】

【成人期】

【学齢期】

紙芝居（ひょうご環境保全連絡会）

いえしま☆わくわく自然体験（ひょうご環境保全連絡会）

シンポジウム（瀬戸内海環境保全知事・市長会議）

学習まんが

(兵庫県漁業協同組合

連合会)


